
 1

AM1-001229-002 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このたびは、本商品をお選びいただき誠にありがとうございます。本商品を、Windows® 7が 

インストールされているパソコンでご利用の際には、「つなぎかたガイド」または「取扱説明書」の 

無線設定の部分を本書のとおりに読み替えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

また、最新の情報については、別紙に記載のホームページをご覧ください。 

 

 
Windows® 7は、Windows® 7 Starter、Windows® 7 Home Premium、Windows® 7 Professional、Windows® 7 Enterprise 

および Windows® 7 Ultimate の各日本語版かつ32 ビット（x86）版または64 ビット（x64）版の略です。 

※本商品のWindows® 7 のサポートは、Windows® 7 がプリインストールされているパソコン、またはメーカーがWindows® 7  

の利用を保証しているパソコンのみです。自作のパソコンはサポートしておりません。 

WARPSTAR シリーズユーティリティ 

（Windows® 7用）ご利用ガイド 

Windows Vista® から Windows® 7へアップグレードするパソコンで本商品をご使用になる

場合には、Windows® 7 へアップグレードする前に既存の無線LAN端末（子機）のドライバ 

およびAtermユーティリティをアンインストールすることが必要です。 

アンインストール方法は、「Windows Vista® でのアンインストール」（→P15）をご覧ください。 

AtermWL54GU/WL54GCをご利用のお客様へ 

CD-ROMが2枚添付されていますので、下記を参照して、ご利用のOSに適したものをご使用ください。

＜Windows Vista®およびWindows® XP/2000 Professionalの場合＞ 

  →「Ver1.1」または「Ver.1.2」と記載のCD-ROMをご使用ください。 

＜Windows® 7の場合＞ 

  →「Ver3.0」と記載のCD-ROMをご使用ください。 
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インストール 

（Aterm WL54GU/WL54GCをご利用の場合は、＜ドライバを手動でインストールする＞（→P6）へお進みください。） 
 

＜サテライトマネージャとドライバをインストールする＞ 
無線LAN端末（子機）を設定するためのユーティリティ「サテライトマネージャ」をパソコン 
にインストールします。 
※ここではまだ、無線LAN端末（子機）をパソコンに取り付けないでください。 

 

1． Windows® 7を起動する 
Administrator（権限のあるアカウント）でログオンしてください。 

 

2． 添付のCD-ROMをCD-ROMドライブにセットする 

 
3． ［自動再生］画面が表示された場合は、 

［Menu.exeの実行］をクリックする 

 
 
 
 
 
 
 

 

4． [Aterm子機のドライバ及びユーティリティをインストールしてAterm子機を設定

する］の［CLICK］をクリックする 
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5． ユーザーアカウント制御画面が表示された場合は、[はい]をクリックする 

   ※画面が表示されず、タスクバーに点滅表示される場合があります。点滅をクリックして画面

を開いてください。 

6． [Aterm WARPSTARユーティリティ］画面で 

［次へ］をクリックする 

 

 

7． [次へ］をクリックする 

 

 

8． 画面の同意書を読み、同意できる場合は 

［次へ］をクリックする 
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9． 表示されたインストール先へインストールする

場合は［次へ］をクリックする 
インストール先を変更する場合は［参照］を 

クリックして変更してください。 
 

 

10．次の画面が表示された場合は、［はい］を 

クリックする 
インストールが開始されます。 

 

 

11．次の画面が表示された場合は、［はい］を 

クリックする 

 
 

 

12．［READMEの表示］と［サテライトマネージャ

を常駐させる］にチェックが入っていることを

確認し、［完了］をクリックする 
サテライトマネージャがインストールされました。 

 

13． README をよく読み、［README］画面を閉じる 
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14． タスクバーにサテライトマネージャが起動し 

未インストール状態のドライバが自動的に 

インストールされる 

 
 

15． タスクバーに「Aterm子機をカードスロットまたはUSB ポートに装着してく 

ださい」とバルーンが表示されるので、無線LAN端末（子機）をパソコンに 

取り付ける 
 

 

インストール処理が完了したら、「らくらく無線スタート」で無線LANアクセスポイント（親機）との設定を 

行ってください。「らくらく無線スタート」に対応していない無線LANアクセスポイント(親機)をご利用の 

場合は、無線LAN端末（子機）に添付の取扱説明書にしたがって、無線LAN端末（子機）の通信の 

設定を行ってください。 

 

 
設定は以上で終了です。 
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＜ドライバを手動でインストールする＞ 
Aterm WARPSTARユーティリティのインストールが正しく完了しない場合や、
AtermWL54GU/WL54GCをご利用の場合は、以下の手順にてドライバをインストール 
してお使いください。 
 

1． Windows® 7を起動する 
 

2． パソコンに無線LAN端末（子機）を取り付ける 

※通知領域（タスクトレイ）上に「デバイスドライバーソフトウェアは正しくインストールできま

せんでした。」というバルーンが表示される場合があります。 
 

3. ［スタート］（Windows® のロゴボタン）－［コント 
ロールパネル］をクリックする 

 

 

4． [システムとセキュリティ]をクリックする 
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5． ［デバイスマネージャー］をクリックする 

 

6. ユーザーアカウント制御画面が表示された場合は、[はい]をクリックする 

 

7． ［ほかのデバイス］より、ドライバをインストール
 したい装置を選択し、ダブルクリックする 
 ※［ネットワークコントローラ］または［イーサネットコ

ントローラ］と表示された場合は、右クリックし、［ド

ライバーソフトウェアの更新］をクリックして、手順

10へお進みください。 

 

※画面は一例です。ご利用の装置によっ

て異なる場合があります。 
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8． ［ドライバーの更新］をクリックする 

 

9． ［コンピューターを参照してドライバーソフト 

ウェアを検索します］をクリックする 

 

10．添付のCD-ROM*をセットし、［参照］をクリック

する 

*Aterm WL54GU/WL54GCをご利用の場合は、 

「Ver3.0」と記載のCD-ROMをセットしてください。 
 

※［自動再生］画面が表示された場合は、 を 

クリックして画面を閉じてください。 
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11． CD-ROMドライブから［Drv］－［Win7_32］を選択し、［OK］をクリックする 
    Windows®7の64ビット版をご利用の場合は［Drv］－［Win7_64］を選択します。 

 

12． ［次へ］をクリックする 

 

13． 「Windowsセキュリティ」画面で［このドライ 

バーソフトウェアをインストールします]をク 

リックする 
※「自動再生」画面が表示された場合は、 を 

クリックして画面を閉じてください。 
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14． ドライバーソフトウェアがインストールされる 

 

 

15．インストールが完了したら 、［閉じる］をクリッ

クする 

※画面は一例です。ご利用の装置によっ

て異なる場合があります。 

 

16．CD-ROMを取り出す 

 

設定は以上で終了です。 

 

「らくらく無線スタート」に対応した無線LANアクセスポイント(親機)との接続は、「らくらく無線スター

トEX」による設定が可能です。お使いのパソコンに「らくらく無線スタートEX」がインストールされて

いない場合は、添付のCD-ROM よりインストールすることができます。 
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アンインストール 
 
サテライトマネージャおよびドライバをアンインストールする場合は、以下の手順で行って 
ください。 
※アンインストールを行う前に、無線LAN端末（子機）をパソコンから取り外し、サテライトマネージャは 
  終了させてください。 
 

1． ［スタート］（Windows® のロゴボタン）－［すべて

のプログラム］－［Aterm WARPSTAR ユー

ティリティ］－［ドライバとユーティリティの削

除］をクリックする 

 

 

2． ユーザーアカウント制御画面が表示された場合は、[はい]をクリックする 

 

3． ［はい］をクリックする 
ユーティリティがアンインストールされます。 

 
 
 
4． ［はい］をクリックする 

ドライバがアンインストールされます。 

 
 
 
5． アンインストールが完了したら［OK］をクリックする 
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サテライトマネージャの使いかた 
 

通知領域（タスクトレイ）にあるサテライトマネージャのアイコンを右クリックすると、 

ポップアップメニューが表示されます。ポップアップメニューでは次のことができます。 
 

［プロパティ］： 
通信モードの設定、暗号化の設定をすることができます。［状態］タブで無線LAN 
アクセスポイント（親機）との接続状態を詳細に確認することができます。 
無線の接続状態が「普通」または「強い」になることを確認してください。「普通」 
または「強い」と表示されないときは、「普通」または「強い」と表示される位置まで 
パソコンを移動してください。 
 

［らくらく無線スタート］： 
無線LAN アクセスポイント（親機）とのネットワーク名（SSID）や暗号化設定を 
簡単に行うことができます。 
 

［接続先切替］： 
サテライトマネージャで設定した接続先（無線LAN アクセスポイント（親機））を 
切り替えて使用できます。 
 

［無線機能を無効化する／無線機能を有効化する］ 
（Windows® 7、Windows Vista®の場合のみ）： 

［無線機能を無効化する］または［無線機能を有効化する］をクリックすると、 
無線機能を無効または有効に切り替えることができます。 
Windows® 7、Windows Vista®の場合のみの項目です。 
（Windows® XP/2000 Professionalの場合は、［プロパティ］－［詳細設定］にて 
設定することができます。） 
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［タスクバーに常駐する］： 

［タスクバーに常駐する］にチェックをつけると、パソコンを起動したときに 

タスクバーにサテライトマネージャが表示されます。 

 

［バージョン情報］： 

サテライトマネージャのバージョンや無線LAN 端末（子機）のドライバのバージョンを 

確認することができます。 

 
［終了］： 

サテライトマネージャを終了します。 
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Windows® 7の制限事項 
 

●Windows® 7版ユーティリティは、Windows® 7上でのみご使用いただけます。

Windows Vista®上にはインストールできません。 

 
●ドライバのインストールは、サテライトマネージャの初回起動時に、未インストール 

状態のすべての無線LAN端末（子機）のドライバに対して自動的に行われます。 

 
●ドライバのアンインストールは、ユーティリティのアンインストール時に自動的に 

行われます。ドライバのみのアンインストールは行えません。 

 
●Windows® 7版ユーティリティには、Ethernetボックスマネージャは収録されて 

いません。 

 
●Windows® 7版ユーティリティは、「親子同時設定」に対応しておりません。  

 
●サテライトマネージャの「詳細設定」画面での設定は、画面上の[登録]ボタンを 

押すことで反映されます。 

 
●無線LAN端末（子機）を取り外した直後や、取り外した状態でサテライトマネージャを 

起動すると、サテライトマネージャが「Aterm子機をカードスロットまたはUSBポートに 

装着してください」というバルーンを出します。 

 
●無線LANの設定の際、暗号化モードとして「WEP152bit」はご使用になれません。 

 
●WPS機能はご利用になれません。 
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Windows Vista® でのアンインストール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Windows® 7へアップグレードする前に既存の無線LAN端末（子機）のドライバおよ

びAtermユーティリティをアンインストールする場合は、下記の手順にしたがってくだ

さい。 
 
※Windows Vista®でのドライバのアンインストールは、ユーティリティのアンインストール時に 

自動的に行われます。ドライバのみのアンインストールは行えません。 
 

※Aterm WL54GU/WL54GCをご利用の場合は、Aterm親機（Aterm WR1200H） 

もしくは、Aterm子機（Aterm WL54GU/WL54GC）に添付の取扱説明書をご覧ください。 

 

＜ドライバおよびユーティリティのアンインストール＞ 
 

①［スタート］（Windows® のロゴボタン)―［すべてのプログラム］－ 

［Aterm WARPSTARユーティリティ］―［ドライバとユーティリティの削除］を 

選択する 
 

②画面にしたがって、ドライバおよびユーティリティをアンインストールする 
※らくらく無線スタートＥＸがインストールされている場合は、 あわせてアンインストールを 

行ってください。 
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ＮＥＣアクセステクニカ株式会社                            

WARPSTARシリーズユーティリティ（Windows® 7用）ご利用ガイド 第2版      AM1-001229-002 

2010年3月 

■下記の装置は、「IEEE802.11n」に準拠しております。 
各装置に添付のマニュアルに記載されている「Draft IEEE802.11n」を「IEEE802.11n」と

読み替えてください。 

・ Aterm WR8100N  ・Aterm WL300NC 

・ Aterm WR8150N  ・Aterm WL300NC-G 

・ Aterm WR8400N  ・Aterm WL300NU-G 

・ Aterm WR8500N   
 

※ 上記に記載のない機種は対象外です。 

 

■Aterm WR8500NのACアダプタについて 

 ACアダプタの形状は、変更になる場合があります。 

  ACアダプタと電源コードが分離している場合は、 

  電源コードをACアダプタに奥まで確実に差し込んでお使いください。 

   

WARPSTARシリーズマニュアルについてのご注意 
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